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培は， 察元培， 梁啓超らの 48人にのぼる教育
界，産業界の著名人と協力し，共同で 1917年5
月6日，上海で中国で最初の職業教育団体 中
華職業教育社を設立した。黄炎培は，当時の中
国の伝統的封建教育が職業と分離し，学校が社
会と遊離していることを痛感し，教育で国を救
うことを考えたようである。したがって，職業
教育杜の設立目的として， I①個人の発展のた
め，②個人が生活の道を立てるための準備であ
り，③個人が社会に奉仕するための準備であ
り，④国家及び世界に生産力を増加するための
準備である」と述べている。
彼は特に， I職業を尊敬し群衆を楽しませる
ことJI自分のために生活の道を立て，群衆に奉
仕することJ，すなわち， I敬業楽群JI為己治
生，為群服務」ということを提唱している。こ
うした職業教育社の勃興と黄炎培の教育が生産
を発展し，民族経済を発展することに奉仕すべ
きことにあるとする職業教育理論の提唱は，当
時としては衝撃的な出来事であったと見倣すこ
とができる。彼の職業道徳を重視する教育思想
は，現在においてもそのまま参考にすることが
できる精神的遺産といえる。
しかし，当時の中国は半封建，半植民地の地
位からまだ脱却できない状況にあり， とりわ
け， I九・一八」事変後，民族の存亡の危機が
迫ってきた。彼は， I職業教育は，民族解放，民
権平等，民生幸福の社会にあってこそ，はじめ
て彼の人類のために福を造るという思想が実現
できる」ということを悟り，それからというも
のは，彼の主なエネルギーは，抗日救国の活動
に注ぎ込まれていくのである。
1926年前後から，黄炎培はさらに， I大職業
教育主義」を提唱し，職業教育に従事するのに
は，政治活動と現実社会と遊離してはいけない
と主張し，彼の提唱により職業教育社の活動
は，次第に都市から農村へ，学校から社会へ発
展していったのである。ところで， 1937年
「七・七」事変の後， 中国共産党は全国に打電
し，全民族が抗日戦争に投入するよう呼びかけ
たが，黄炎培は国民党と共産党の団結救国を促
進するため，八方奔走し，実際の行動でもって
抗日民族統一戦線を組織するという中国共産党
の政治主張を支持するのである。
1939年に黄炎培は，長澗 沈釣儒らと一緒
に， I統一建国同志会」を成立させ民主憲政活動
を展開し， 1941年には中華職業教育社を代表し
て，他の政治派閥と一緒に中国民主政治同盟
(後に中国民主同盟と改称)の組織に参加して
いる。 1945年，抗日戦争が勝利して，中国共産
党の平和国家建設，連合政府を成立させるとい
う呼びかけに，黄炎培は一部の民族工商界，金
融界及び教育界の著名人と一緒に，その年の 12
月に「民主建国会Jを組織し，内戦に反対し平
和民主建国を求める闘争に従事している。
新中国が成立してからは，中央人民政府委
員，政務院副総理兼軽工業部部長，全国政協副
主席及び全国人民代表大会常務委員会副委員長
など重要な指導者の職務を歴任している。
(2) 黄炎培の職業教育思想
黄炎培は， 1917年，中華職業教育社が設立さ
れる前に， I新大陸と教育」という本を出し，そ
の中で職業教育について次のように述べてい
る。「職業教育を広義に解釈すると，すべての教
育が職業の意味を含むものであるO 教育とは人
に知識，技能を授けることによって，その人を
世の中に生活させることである。……職業教育
は実用を重んじ，純粋に生活するためのもので
ある」と述べており，教育の本質は「職業J的
なものであると明言している。
また，黄炎培の職業教育思想についてみてい
くと，理想としてつぎの 2つの事柄が特徴的な
ものと言えるO すなわち，
第一は，実業を振興し国民生活を解決するの
には，職業技術教育を行うべきであるという主
張である。黄炎培は，百業が進歩しないのは教
育が職業と結合しないで，読書を重んじ農工商
を見下げるからであると考えた。そこで彼は，
「職業神聖」という学説を提唱し，職業学校を設
立し， I識の無い者を就職させ，職の有る者に職
を楽しませる」ということを最終目標の達成と
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アジア地域における各国の進路指導
(職業指導)の国際比較研究 (2)
一一中国の進路指導，職業技術教育を中心として
はじめに
今までは，わが国の進路指導はどちらかとい
うと欧米の進路指導を参考にしながら発展して
きたといえるが， しかしながら，今日，わが国
の進路指導が直面している諸問題は，アジア地
域における各国の進路指導とも共通している問
題でもあると考えられる。そこで，アジア地域
における各国の進路指導(職業指導)の比較研
究の重要性を認識し，まず，隣国の中国の進路
指導(職業指導)から取り上げた次第である。
前回の論文では，①中国の国家政策としての
教育改革の動向，②学校教育制度の拡充整備の
状況，③中国における職業技術教育の重視とそ
の展開，④中等教育・高等教育段階の進路指導
の現状と課題，⑤中国における職業指導の新展
開，という観点から考察を加えてきた。
そこで， これらの内容をさらに肉付けをする
立場から，今回の論文では，つぎのように
①中国における職業指導，職業技術教育の歴史
特に中国の職業教育の先駆者・黄炎培の思
想と業績 に対する考察
②中国の教育法規等にみられる職業指導の基本
的立場とその特徴
③中国の中学校・高等学校における進路指導の
実践的研究の現状分析
という観点から検討を進めていくことにす
る。
田辰雄
1. 中国における職業指導，職業技術教育の
歴史の考察
(1) 黄炎培の思想と行動
黄炎培は中国における職業教育の先駆者と
いってよし、。中国における黄炎培に対する評価
によると，彼は中国の偉大な愛国主義者の一人
であり，すぐれた教育家であり，有名な社会活
動家であった。そして彼は一生を愛国主義の
旗，職業教育の旗，団結奮闘の旗を高く掲げ，
国家の独立，民族の解放，社会の進歩のために
多大の貢献をおこなっている。
黄炎培は 1878年に生まれ， 1965年12月に不
幸にも病気で亡くなるまで， 88年の生涯を中国
旧民主主義革命，新民主主義革命，社会主義革
命とその建設という三つの異なった歴史過程を
生き，その時代に貢献をしてきている。このこ
とは， 1987年に黄炎培先生生誕 110周年，中華
職業教育社創設70周年記念会における評価に
もみることができる。
黄炎培は，若い時に試験に合格し封建秀才，
挙人になったことがあるが官途に就く気はな
く，また南洋公学に受験され察元培に師事し，
フ占ルジョア民主主義思想を勉強して啓蒙を受
け，孫中らの指導された同盟会に 1905年，薬元
培の紹介で加入している。また， 1911年に辛亥
革命が起り，彼は積極的に上海，江蘇の蜂起に
参加している。彼は江蘇省教育司司長に任命さ
れたことがあり，教育事業の改革と発展に熱心
であったようである O
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